










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































84～95.in Early Works ofJohn Dewey,
1882～1898,Vol.5,1895～1898.
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（注32）『原田三郎（聞き手）』，p.103.
（注33）『教えるということ』共文社は，特にその
最初から29頁あたりまではもちろんのこと，そ
の全編が，戦後の公立中学，小学校の校長・教師
たちに対する辛らつな批判で貫かれている。が，
戦後の新制小学校・中学校長たちの＜勉強不足＞
は，戦前の「師範学校」の教育内容の貧弱さ，荒
唐無稽な内容，及び，戦時中であったことから的
確な勉強を行えなかったことによろう。たとえば
英語は，敵性語として使用が禁止されていた。
（注34）『原田三郎（聞き手）』，p.106には，三村
安治校長の本文で紹介した言葉以外の三村校長の
率直な言葉が語られている。
（注35） 同書，p.106.
（注36） 山本茂美著『あぁ野麦峠』『続あぁ野麦峠』，
それぞれ1977年，1982年，角川文庫。著者山本
によれば，明治40年代には「百円工女」は決し
てめずらしくはなかったという。後者，p.113.
大村が諏訪に赴任した当時，女工さんたちの給料
がもっとよくなっていたかどうかは，筆者には不
知である。しかし，むしろ当時の日本の経済不況
を見つめるべきかも知れない。
（注37）『大村はま先生に学びて』広島大学教育学
部国語教育研究室編（清水文雄，野地潤家），1966
年刊，及び『大村はま先生のご叙勲をお祝いして』
大村はま先生ご叙勲お祝の会発行，1984年刊。
この二つの文集のそれぞれの文を分析するだけで
数点の研究論文を記すことができる。本文では教
え子一人ひとりの名前を明らかにせずに紹介し記
したが，後に明らかにしたい。
（注38） 前掲，拙稿「大村はまの教育の世界」『教
育実践研究』第3巻，2008年所収，p.116の「注
9」を付した「笠原美祢」の言葉。
（注39）「盧溝橋事件」はよく知られているように，
当時の言葉で「支那事変」，現在では「日中戦争」
と呼ぶ戦争の端緒となった事件である。昭和12
年（1937年）7月7日の出来事である。
（注40）『原田三郎（聞き手）』，p.128～137.
（注41） 同書，p.138～141.
（注42） 前掲『教職生活五十年』，p.62.全く同趣
旨のことは，前掲の大村はま先生還暦記念文集
『大村はま先生に学びて』p.183.その他にも記さ
れている。
（注43） 勲五等瑞宝章受賞の際の「お祝いの集い
の会」（昭和57年9月9日）における大村はま女
史の記念講演の題名である。
Ⅵの「注」
（注44） 前掲『教職生活五十年』，p.62.
（注45）『大村はま国語教室』別巻所収，p.16～17.
（注46） 戦後の新しい教育実践の出発となった
「深川第一中学」の開校式の写真（大村も入って
いる）は，『総合教育技術』（小学館）1985年1
月号の＜特集・写真で見る戦後教育40年事件
史＞の3頁の最下方に掲載されており，これを
含めて，大村が戦前戦後に教師として赴任した諸
学校の様子は，『アサヒグラフ』1980年4月25
日号（朝日新聞社刊）にグラビア特集として収録
されている。「（特集）教壇生活53年 大村はま
先生の＜卒業アルバム＞」p.26～33.
（注47） 具体的には，『原田三郎（聞き手）』，p.191
～193を参照。
（注48） 同書，p.195.
（注49） 同書，p.196.
（注50） 同書，p.221.本文の大村の言葉は石川台
中学在職中の言葉である。
（注51） 前掲『教職生活五十年』，p.63.
（注52）『原田三郎（聞き手）』，p.208～211.
（注53） 本文で述べたように，子どもたちを一人
ひとり把握していて初めて「単元学習」が生きる
という大村の考え方は，『原田三郎（聞き手）』に
詳しく語られているし（たとえばp.23），また，
波多野完治との対談「大村はま=教師としての仕
事」の中でも語られている。『総合教育技術』小
学館，1985年10月号所収，p.26.p.35～36.この
対談は，1984年の同誌に一度掲載されている（10
月号，p.32～50.）。さらに『かけがえなきこの教室
に集う』（2004年，小学館）にも再録されている。
（注54） 前掲誌，『アサヒグラフ』1980年4月25
日号。
（注55） 苅谷夏子『優劣のかなたに 大村はま60
のことば』2007年，黎明書房，p.9～15.
（注56） 拙稿「大村はまの教育の世界」，2008年，
『教育実践研究』参照，p.112左。もともとは大
村著『教えながら教えられながら』1989年，国
土社，p.115.1978年講演の中の言葉である。
（注57） 同上，拙稿，p.112～114.
（2008年10月20日受付）
（2009年1月21日受理）
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